
日本に旅行に来てくれた海外の観光客の人たちがスムーズに観光出来る
ように対策する。

南阿蘇エリアの観光情報の発信・企画・その
他の制作物を担当。
みなみあそ観光局にて事業者の情報を収集
しデータベース化 (みなみあそメンバーシップ
の運営 )。
南阿蘇観光案内所内のポップ作成や、地
元に根付いたマップの作成を担当。
写真や映像、チラシデザインなどを担当。

すぐに対策できる
簡単に試せる

海外の人がまずは
自分で解決できる

旅行客が最も
困っていること

日本人は優しくて思いやりがある。だけど海外の観光客が困っていることは地味かもしれないけど、ちょっとしたこと。
旅先でまずは自分一人でサクッと解決したいことばかり。

Googleマップにゆるっとバス停を追加
全世界の人が使う地図アプリに南阿蘇村の
「ゆるっとバスのバス停」を追加。旅先でよく
使う地図アプリに情報を追加することで、旅
行者も旅前から予定を計画できる。

必要な情報は写真で載せる
「どんな形のバスが、どんな場所に来る」か
写真を載せれば言葉の壁もまずはクリア。
どっちの方角が熊本市内か写真に⇦マーク
を入れれば方角も安心。

新たに観光ポータルサイトやマップを作成するよりも、世界中で使用されているGoogleマッ
プに、ある程度の情報を登録することで観光客が“検索する負担”を軽減させる。

誰にでもできるインバウンド対策であること

観光スポットでの「写真撮ってくれませんか︖」を無くす

・言葉が通じない
・時間がない
・どこで撮るの？
・恥ずかしい
・何回も撮りたい

・自分で撮れる
・時間が有効的
・定番場所がわかる
・一眼レフもOK
・何回も撮り直せる

「キレイな写真を撮りたい」は世界共通
一眼レフカメラを渡されて写真を頼まれても、こっちだって上手
に撮れるか自信がありません。旅行者が納得いくまで撮影でき
たら、素晴らしい写真をSNSで投稿してくれるかも︕

「田舎の情報発信はわかりにくい」と言われない“ヨソモノ目線”をいつも大切にする。”当たり前の情報”ほどわかりやすく、正確に早く伝えること。

みなみあそ観光局Facebookへの観光情報の投稿
南阿蘇エリアの季節の風景から、イベントや復興の情報、事業者の紹介などを
Facebookにて投稿。

少しニッチな県道28号線 (俵山トンネル )の限定ルートのマッ
プや、SNSで検索してもなかなか全部出てこないお店も網羅
している。「〇〇〇マップ」とジャンルをこっちで決めて作ると観
光客も目的を持ちやすく周遊プランが決めやすい。
他にもカキ氷マップなど季節ごとのマップを制作した。
村内のデザイン会社「チチリ企画」との共同制作。地元の情
報や立地に詳しく頼もしい。

スタンプラリーの効果
は絶大。普段、28号
線を利用しない層の
集客に成功した。

南阿蘇はパン屋の数が
日本一︕︖作ってみて
初めて分かるパン激戦
区の村。

南阿蘇はそば処で有名。蕎
麦マップ完成直後から問合せ
が殺到。主に蕎麦通の年齢
層が高めな人たちに刺さった。
蕎麦通の層には紙媒体が非
常に好まれ好評だった。写真
ではなくイラストにすることでお
客さんの想像の余白を刺激
するデザインとなった。
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保育園の頃に南阿蘇でキャンプをした。
その時の思い出が楽しかった。たったそれだ
けの理由ですが、大人になるまでずっとずっ
と南阿蘇が心の中にありました。
「いつか南阿蘇で働きたい。」それだけを胸
に。南阿蘇の協力隊になる理由はそれで
十分でした。「あたりまえのモノ」を見つけ
「魅力あるモノ」として表現することに長けて
います。ラーメンズの小林賢太郎が小さい
頃から大好きで尊敬している人物です。誤
字脱字が多くて自分でもドン引きするとき
がります。

阿蘇エリアに特化した映像をつくる。「伝えたい人が伝えたいモノ」をカタチにする。でもやっぱり一番大切なことは
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あか牛が放牧されていたり、野焼きをしたり、蕎
麦の花が咲いて、漬物を漬けたりって田舎での暮
らしでは“あたりまえ”だけど、それを出来る人は少
なくなっている。きちんと遺していくことは、とっても
とっても難しい。そんな“あたりまえ”を映像で遺す
ことが僕にできることだと思います。南阿蘇に住ん
でいる強みは、阿蘇エリア内ならフットワークが軽
く、すぐに撮影まで進められるところ。売れっ子に
なるぞー︕お仕事お待ちしています。

開業直後で実績もないので、YouTubeで「むーやま
チャンネル」をアカウント開設︕毎日、企画と撮影と編
集を行う状況に身を置いています。新しい表現や技
術を毎日取り込める「動画脳」にしておくことを大切に
しています。これからの時代、さらに動画コンテンツの
需要は加速していくので、どんな動画でも作れる腕を
磨きます︕

2020年10月にチャンネル開設。まずは1年間で登録者
数を1万人を目指します︕動画で出てくる場所は南阿蘇
に住んでいたら知っているスポットばかり︕


